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1 は じめ に
触媒表面での化学反応系を考える｡簡単な例としてはプラチナなどの表面における､
CO の酸化反応が上げられる｡この場合反応は次の3ステップからなると考えられてい
る. CO(gas)- CO(ads),02(gas)- 20(ads),0(ads)+CO(ads)- CO2(gas).



















が知 られている｡ところが､ 今考えているPAM は､attractiveではない｡なぜなら､粒
子は単独では消滅出来ず､pairではじめて消滅できるからである｡ む しろ粒子が固まっ
て複数存在 していた方が､消えやすい場合があるのである｡
このような processの定常状態がどのようなものか知 りたい｡ もっとも簡単な定常状
態として､すべての格子点においてr7(a:)-0､すなわち粒子が完全に消滅 してしまった





意の初期状態に対 して時間 i- ∝)でも粒子が残存する確率がある場合､その processは
survivalであるということにする.





簡単な考察か ら､拡散は 対消滅を抑止することが予想 される｡そのため､extinction
regionはβ が大 きいほど減って行 くであろう｡









ここで､且 ′日 は定常分布 レでの平均を表す｡我々は､次のようなpaiトIevelapproximation
を行 う｡すなわち相関関数β(A)を次の形にdecoupleしてしまう｡
p(A)- αPIcy,C(A) (2.2)













3 低 次 元 系 (d<2) で の定 性 的 補 正
ところが､正 しくは d≦2の場合には､D*-∞ であることが証明できた.定理の形
で示すと次のようである｡
[定理】拡散 rateDが有限ならば､2次元以下においては､0<Ao< ∞ なる入Oがあっ
て､入<入Oのとき 任意の(粒子数が有限な)初期状態のもとでprocessはextinctしてし
まう｡
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